
海流が運ぶ海の幸と山の幸
－日本海における対馬海流の役割－

平成30年10月14日 14:00～15:30

入場無料
石川県政記念しいのき迎賓館 セミナールームB 

金沢市広坂2-1-1

開会の挨拶 福森義宏（金沢大学 理事）
趣旨説明 長尾誠也（金沢大学環日本海域環境研究センター長・教授）

「北前船がもたらした文化とその遺産」
見附裕史（全国北前船研究会 副会長）

「対馬海流の流れと物質の移動」
井上睦夫（金沢大学環日本海域環境研究センター 准教授）

「宇宙から見た日本海」
齊藤誠一（北海道大学北極域研究センター センター長・教授）

閉会の挨拶 長尾誠也（金沢大学環日本海域環境研究センター長・教授）

市民講演会

主催：金沢大学環日本海域環境研究センター
後援：全国北前船研究会・北國新聞社

お問い合わせ

金沢大学環日本海域環境研究センター
076(234)6961       http://www.ki-net.kanazawa-u.ac.jp/

北前船資料パネル展示 同時開催



講演紹介

お車をご利用の方へ
しいのき迎賓館駐車場の使用料金は、迎賓館利用者は
30分無料です（手続きは総合案内で行えます）
30分を超える場合は30分まで毎に150円です
http://www.shiinoki-geihinkan.jp/about/access.html

「宇宙から見た日本海」
人工衛星から地球を観測する技術が「衛星

リモートセンシング」です。この技術を通して、私
たちは海の動き、海洋環境の変化、植物プラン
クトンをはじめとする生物生産の変動、衛星情
報を活用したスルメイカ推定分布、そして漁船の
分布から推測した漁業活動などを知ることがで
きます。日本海におけるこれらの自然現象、生
物現象、社会現象（人間活動）の季節変動や
年々変動を追跡した結果について報告します。

齊藤 誠一
北海道大学 教授

「対馬海流の流れと
物質の移動」

日本海は西北太平洋の代表的な縁辺
海であり、独特の表層海水循環が形成さ
れています。ラジウム同位体を利用すること
により、この日本海表層の海水循環(特に、
対馬暖流の供給源、季節変動など) を議
論します。また海洋調査航海の様子につ
いても、お話しします。

井上 睦夫
金沢大学 准教授

「北前船がもたらした
文化とその遺産」

江戸中期から明治中頃にかけて、大坂を
起点に日本海を北上し北海道までを往来し
た商船「北前船」。北前船はおよそ２百年間
にわたって多くのヒトとモノを運び、地域経済
の活性化のみならず地方文化の形成にも大
きな影響を与えました。そうした日本各地に遺
る文化資産も日本海の海流がもたらした恩
恵の一つではないでしょうか。

見附 裕史
全国北前船研究会 副会長


